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著 者 論 題 誌 名
発行巻(号)

月

〔日 本〕

DidierDavin

GereonKopf

MrossMichaela

MuHerRalf

RobertsBernadette,
JeffShore

ThomasKershnner

青 山 俊 董

説 きえぬものを説く一禅問答
をどう読むか

無常仏性 を基盤とするヒュー
マニズム 道元思想から現代

哲学へ
'曹洞宗の報恩講式に関する考

察:佛 慈講式 と洞上傳燈講式
について

諸仏諸祖は道得 なり 和辻哲

郎の道元哲学

NoBun

D.'£Suzuki「s1「TheRelation

ofReligionandtheState"

曹 洞 宗

秋 元 茂 陽 萩藩主毛利家の墓碑考察

秋 山

筑波大学所蔵慈雲自筆本 『法

華陀羅尼略解』と 『梵学津梁』学
一2010年 度 附属図書館特別

展示に際して一

淺 井 京 子 白隠筆布袋すたすた坊主圖

朝 倉

浅 見

尚

羊享

禅林 にお ける艶詞文芸をめ

ぐって:『 蔭涼軒 日録』 にお
ける亀泉集証と月江寿桂

『西田幾多郎 一生命 と宗教に
一深まりゆ く思索』

浅 見 龍 介 永平寺の中世彫刻

阿 部 浩 三 吾が師を語る一 宗詮老師と
松堂老師

禅文化

宗教研究

印度學佛教學研究

宗教研究

禅学研究

花園大学国際禅学
研究所論叢

大法輪

黄漿文華

文藝言語研究文藝編

國華

鈴峯女子短期大学
人文社会科学研究
集報

北陸宗教文化

東京国立博物館研
究誌

禅文化

安 藤 嘉 則 永平広録に親しむ(新 連載 ・1)大 法輪

安 藤 嘉 則 永平広録に親しむ(2)

安 藤 嘉 則 永平広録に親しむ(3)

大法輪

大法輪
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83(4)3
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安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

池 田 魯 参

石 井 修 道

石 井 修 道

石 井 修 道

永平広録に親しむ(4)

永平広録に親しむ(5)

永平広録に親しむ(6)

永平広録に親しむ(7)

永平広録に親しむ(8)

永平広録に親しむ(9)

永平広録に親しむ(10)

永平広録に親 しむ(11)

永 平広録に親 しむ(12)

『蒲室疏抄』研究序説(1)一
史料篇(1)京 都府立総合資料

館所蔵 『蒲肇』(1)一

『江湖風月集略註』研究(3)

一休宗純研究ノー ト(3):『 一

休水鏡』か ら 『一休咄』へ
(上)

伝光録(1)

伝 光録(2)

伝 光録(4)

伝 光録(5)

伝光録(6)

伝光録(7)

伝光録(8)

伝光録(9)

伝光録(10)

伝光録(11)

伝 光録(12)

『正 法眼蔵僧評』 について:
道元の大慧宗呆批判を中心に

徹通義介の 「身心脱落の話」
について

『新編仏法大明録』について

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

駒澤大学仏教学部
研究紀要

駒澤大學暉研究所
年報

駒澤大學暉研究所
年報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

印度學佛教學研究

駒澤大学仏教学部
研究紀要

財団法人松ケ岡文
庫研究年報
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77(5)

77(6)
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石 原 成 明

石 原 成 明

道元禅師における 「威儀」の
用法(2)

『正 法眼蔵』 に示された作法
の意義考

泉 田 宗 健 大師会

出雲文化伝承館編 出雲の白隠さん:心 に響 く禅
画の秘宝白隠[画]

曹洞宗研究員研究
紀要

駒澤大学佛教学部
論集

禅文化

出雲文化伝承館

井 田 克 征 『日本的霊性』における分別性 北陸宗教文化

『正法眼蔵品目頒』の諸写本伊 藤 秀 真
と構成

伊 藤 良 久 竺山得仙の行状

稲 垣 宗 久 吾が師を語る一 宗寛老師と宗義老師

井 上 克 人 西田哲学と禅仏教

愛知学院大学大学
院文学研究科文研
会紀要

曹洞宗研究員研究
紀要

禅文化

宗教研究

井 上 克 人 西田哲学に見る禅仏教の特質 宗教研究

今井手川 行雲

岩 井 貴 生

岩 本

伝教大師 「忘己利他」と良寛
の利行

西田哲学 「行為的直観」にみ
る禅の言語化

_禅 と健康(1)典 座 教訓 と赴
粥飲法

上 田 閑 照

上 野 徳 親

上 野 徳 親

上 野 徳 親

吾が師を語る一 大津握堂老
師と梶谷宗忍老師

源翁心昭開創の出羽正法寺に
残る伝記史料について:
『正法寺開關事跡井開山大和
尚生国出家諸国法席之次第』
の考察

「源翁禅師行業記」に見る源
翁心昭の行状

峨山門下における源翁心昭の
立場

良寛だより 全国
良寛会会報

仏教経済研究

ライフデザイン学

研究(東 洋大学ラ
イフデザイン学部)

禅文化

印度學佛教學研究

曹洞宗研究員研究
紀要

駒澤大学佛教学部
論集

内 山 純 子 鉄眼版大蔵経の出版とその利用 黄聚文華

浦 井 正 明

越後屋 正 行

遠 藤 次 男

沢庵 と天海一品川歴史館特別
展に因んで

『長部』 の整理について 一

『長部註』 『長部復註』 を中心
として

護法山示現寺 「四十三世中興

道網円順大和尚」の歩み

品川歴史館紀要

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

温故知新

403

4110

2177

4

233

213

403

2151

3633

84(1)6

1271

395

6

21810

58(2)3

403

4110

13111

253
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太 田 亨 旦灘 灘 謬灘 馨釈

大 塚 将 弘 曹洞宗と山岳信仰

大 野 公 賀

大 野 妙 恵

大 橋 崇 弘

大 矢 良 哲

黄漿山萬福寺所蔵 『華厳経疏

論纂要』と、戦時下の日中文
化交流

図書紹介 『遠羅天釜』(白 隠
禅師著)

メルロ=ポ ンテ ィと道元の

身体論

盤珪禅師の吉野山居 と 「うす
ひき歌」

岡 田 菊 江 曹洞宗福聚山香林寺

小 川 隆NHKラ ジオ第2放 送 「宗教
(聴き手・金光寿郎)の 時間」

沖 本 克 己 白隠と般若心経

小 栗 隆 博 『湘南葛藤録1に ついて

小 栗 隆 博 謎の禅者、今井福山について

尾 崎 正 善 『住山記』 を読み解 く

笠 井

笠 井

哲

哲

形 山 睡 峰

沢庵における 「気」の思想に
ついて

沢庵 『不動智』における 「剣

禅一如」思想の諸相

一休と般若心経(さ まざまな

般若心経理解)

加 藤 僖 一 良寛遺墨解説(85)

加 藤 僖 一 良寛遺墨解説(86)

加 藤 僖 一 良寛遺墨解説(87)

加 藤 僖 一 良寛遺墨解説(88)

加 藤 正 賢 『修繕講式』の式次第と成立

加 藤 陽 介 白隠筆 隻履達磨像

金 沢 篤

愛媛大学教育学部
紀要

印度學佛教學研究

黄葉文華

禅

比較思想研究

奈良学研究

熊谷市郷土文化会誌

禅文化

大法輪

曹洞宗研究員研究
紀要

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

印度學佛教學研究

印度學佛教學研究

大法輪

良寛だより
良寛会会報

良寛だより
良寛会会報

良寛だより
良寛会会報

良寛だより
良寛会会報

全国

全国

全国

全国

曹洞宗研究員研究
紀要

國華

梵文 『般若心経』(小本)の 駒澤大学仏教学部
「空」 研究紀要

川 口 恵 隆 道元と日蓮の法華経観 印度學佛教學研究

5710

58(2) 3

13111

32

37

123

6611

2164

77(8)8
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58(2) 3

59(1)12

77(8)8
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1284

1297

13010

403

116(2) 9
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川 ・ 高 風 萬講 響 繍 鋸)戦

川 口 高 風 神応寺蔵の掛絡について

川 口 高 風 法持寺史雑稿

川 口 高 風
名古屋の寺院に関する木版資

料について(6)

川 口 高 風 明治期以降曹洞宗人物誌(2)

川 口 高 風

川 口 高 風

川 ロ 高 裕

側 瀬 登

河 野 十四生

川 原 太 郎

河 村 康 仁

川 本 慎 自

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菊 池 大 樹

法持寺歴住法系譜と戦前の伽
藍配置図

法持寺の門葉寺院について

黄泉無著の 「参府記」の訳註
研究

道元の言葉 「前後ありといへ
ども、前後際断せ り」と 「即

非の論理」
時の空性 を 『金 剛般若経』
にたずねて

殺生石にまつわる源翁和尚の

伝承

会津の古刹 ふれあいの旅(9)

『正 法眼蔵』に観る菩提心の
一考察(8)

日本禅宗史に関す るデータ
ベース

『眼蔵』をよむ(第1部)「 佛
性」巻(80)

『眼蔵』をよむ(第1部)「 佛
性」巻(82)

『眼蔵』をよむ(第1部)「 佛
性」巻(84)

『眼蔵』をよむ(第3部)「 摩
詞般若波羅蜜」巻(86)

『眼蔵』をよむ(第3部)「 摩
詞般若波羅蜜」巻(88)

『眼蔵』をよむ(第3部)「 摩

詞般若波羅蜜」巻(90)

東福寺円爾の印信 と法流

そうせい

愛知学院大学教養
部紀要

禅研究所紀要(愛
知学院大学禅研究
所)

愛知学院大学教養
部紀要

愛知学院大学教養
部紀要

愛知学院大学教養
部紀要

禅研究所紀要

曹洞宗研究員研究
紀要

比較思想研究

季刊 会津人群像

季刊 会津人群像

宗学研究紀要

日本歴史

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

鎌倉遺文研究

1481

57(3) 2

383

57(4)

58(1)

3

7

58(2)10

39

403

37

1812

163

233

7401

35(1)

35(3)

35(5)

35(7)

35(9)

1

3

5

7

9
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木 村 清 孝

木 村 文 輝

木 村 文 輝

九州国立博物館

清 野 宏 道

清 野 宏 道

清 野 宏 道

桐 田 清 秀

桐 田 清 秀

省鰭 摯
小 原 嘉 記

駒ケ嶺 法 子

斎 藤 是 心

斎 藤 是 心

相 楽 勉

『住山記』 と総持寺教 団の展
開一教団史研究の一級資料 ・

その紹介と研究の現状一

静岡県中 ・東部地方における

曹洞宗寺院の歴住世代(5)

静 岡県中 ・東部地方における

曹洞宗寺院の歴住世代(6)

京都 妙心寺:禅 の至宝 と九
州 ・琉球:特 別展:開 山無相
大師六五〇年遠誰記念

道元禅師における身心脱落に
ついての一考察

如浄禅師における教学的様相
一 『宝慶記』牽中心として一

『正法眼蔵』における 『法華

経』受容の一考察

戦後アメリカ滞在期の鈴木大

拙 ・・

D.T.Suzuki'sEnglish
diaries(6)1946to1949

『東勝寺鼠物語』等にみる室
町期僧房の食生活 一その1

東大寺勧進円照の歴史的位置

『日域洞上諸祖伝』 の刊記に
ついて

西行、道元、良寛の短歌(2)
道元の短歌

西行、道元、良寛の短歌(3)

良寛の短歌

西田最晩年の思索への途上一

西田幾多郎 『哲学論文集第三』
をめぐって一

佐久間 賢 祐 中日文化交流の歴史と禅の思想

佐々木 徹 鰭 言葉一西谷啓治の哲学

笹 田 博 通 上田閑照著 『道を歩む』書評

佐 藤 俊 晃 徳翁良高撰述 『西来和尚薔事紀略夜話』について

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

愛知学院大学教養
部紀要

愛知学院大学教養
部紀要

曹洞宗研究員研究
紀要

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

印度學佛教學研究

禅学研究

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

帝塚山大学現代生
活学部紀要

史林

印度学佛教学研究

禅(人 間禅出版部)

禅(人 間禅出版部)

東洋学研究

苫小牧駒澤大学紀
要

追手門学院大学国
際教養学部紀要

日本仏教教育学研
究

曹洞宗研究員研究
紀要

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(1)跳 龍

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(2)跳 龍

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(4)跳 龍

58(1) 7

58(2)10

1

403

435

59(1)12

883

24

62

93(5) 9

59(1)12

31

32

473

223

451

183

403

6992

7003

7025
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佐 藤 秀 孝
中世初期の入宋僧 一覚阿 ・

栄西 ・能忍 ・俊彷 ・道元と宋
代禅宗一

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(5)跳 龍

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(6)跳 龍

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(7)跳 龍

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(8)跳 龍

佐 藤 秀 孝
覚阿の入宋求法と帰国後の動
向(中):宋 朝禅初伝者とし
ての栄光と挫折を踏まえて

駒澤大学佛教学部
論集

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(9)跳 龍

佐 藤 秀 孝
月峰了然と 『月峰和尚語録』:
京都の大学博士から転身して
蘭渓道隆の法を嗣ぐ

駒澤大學輝研究所
年報

佐 藤 秀 孝 太源宗真禅師とその門流(10)跳 龍

島 尾

島 尾

新

新

清 水 大 介

雪舟筆 山水圖

白隙筆 渡唐天神圖

西谷啓治における真の自己一
長沙景零の偶頒の解釈

下 室 覚 道 道元禅師の光明観(下)

末 木 文美士 大拙批判再考

杉

杉

哲 西尾実と道元(7)

哲 西尾実と道元(8)

鈴 木 一・ 馨

鈴 木 永 一

鈴 木 永 一

鈴 木 永 一

鈴 木 永 一

鈴 木 永 一

鈴 木 永

申世禅宗寺院の伽藍空間におけ
る宋代風水術の影響について

永平の古儀を慕 う『赴粥飯法』
(4)

永平の古儀を慕 う『赴粥飯法』
(5)

永平の古儀を慕 う『赴粥飯法』

(6)

永平の古儀を慕 う「赴粥飯法」

(8)

永平の古儀を慕 う「赴粥飯法」

(9)

永平の古儀を慕 う「赴粥飯法」

(10)

國華

國華

花園大学国際禅学
研究所論叢

文化財学雑誌(鶴
見大学文化財学会)

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

国語国文研究と教
育(熊 本大学教育
学部国文学会)

熊本大学教育学部
紀要.人 文科学

宗教研究

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

435

7036

7047

7058

7069,10

4110

70711

2212

70812

115(6)

116(2)

1

9

53

63

24

482

5910

3633

6981

6992

7003

7025

7036

7047
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鈴 木 永 一

鈴 木 省 訓

鈴 木 省 訓
安 藤 嘉 則

鈴 木 英 之

住 谷 瓜 頂

諏 訪 安 弘

清 藤 久 嗣

究
研
門

研
学
合
宗
総

一
部

宗
タ
洞
ン
曹
セ
究

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

曹洞宗文化財
調 査 委 員 会

高 崎 直 道

高 柳 さつき

永平の古儀を慕う「赴粥飯法」

(11)

松 ヶ岡文庫蔵 翻刻 『鹿門集』
(2)

松 ヶ岡文庫所蔵の禅籍につい
て(2)臨 済録 ・無 門関 ・大

慧書 ・虚堂録の抄

鳳誉驚州i撰 『了誉聖問禅師絵

詞伝』乾 ・坤

望月仏教大辞典編さんに従事
した奨僧 ・服部俊崖

永平二祖孤雲懐弊 その半生
と 『正法眼蔵随聞記』

『正法眼蔵』「坐禅箴」の考察

『鵡湖大義禅師坐禅銘』 につ
いて

共同研究 『永平元禅師清規』
「知事清規」の出典研究(上)

文化財調査委員会調査 目録及
び解題(290)愛 知266・ 福

厳寺

文化財調査委員会調査 目録及
び解 題(291)愛 知266・ 福

厳寺

文化財調査委員会調査 目録及
び解 題(292)愛 知266・ 福

厳寺

文化財調査委員会調査目録及
び解 題(293)愛 知266・ 福

厳寺

文化財調査委員会調査目録及
び解題(294)岐 阜80・ 龍泰寺

文化財調査委員会調査目録及
び解題(295)岐 阜80・ 龍泰寺

文化財調査委員会調査 目録及
び解題(296)岐 阜80・ 龍泰寺

文化財調査委員会調査 目録及
び解題(297)岐 阜51・ 天徳寺

文化財調査委員会調査 目録及
び解 題(298)岐 阜220・ 吉

祥寺

道元思想と日本仏教

鎌倉臨済禅における禅密関係
の思想的系譜

跳龍

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

論叢アジアの文化
と思想

黄奨文華

東洋大学大学院紀
要

宗学研究紀要

宗学研究紀要

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

曹洞宗報

高崎直道著作集

禅学研究

7058

24

24

1912

13111

463

233

233

8921

8932

8943

8954

8976

8987

8998

9009

90211

910

883



高 柳 さつき

高 柳 さつき

高 山 龍 三

武 井 和 人

竹下ルッジェリ・アンナ

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 友佳子

田

田

舘

舘

舘

島 銃 堂

島 硫 堂

隆 志

隆 志

隆 志

立 松 和

立 松 和

立 松 和

立 松 和

田 戸 大

田 中 智

圭 室 文

千 坂 英

千 坂 英

平

平

平

平

智

誠

雄

俊

俊

鎌倉臨済禅における禅密関係
の思想的系譜一円爾 一頼喩 一

『真禅融心義』を辿 りながら

達磨宗(能 忍)か ら聖一派

(円爾)に 至 る 『宗鏡録』の
一心思想の系譜

国内外の著作にみる河口慧海(4)

東 山御文庫蔵 『後成恩寺禅閤
行跡』一略解題 ・釈文

白隠禅師の 『遠羅天釜』(1)

禅病 をめ ぐって

禅僧の略歴 明庵栄西

禅僧の略歴 夢窓疎石

禅僧の略歴 宗峰妙超

禅僧の略歴 徹翁義亨

戦国期、禅寺の入寺制度に関
する一考察一特に妙心寺を中
心に

正法眼蔵のサ変動詞 分析(1)

正 法眼蔵のサ変動詞 分析(2)

園城寺公胤 と鎌倉仏教 法然 ・
道元 ・公暁との関わりを中心に

蘭渓道隆 『弁道清規』について

蘭渓道隆の清規について:駒
澤 大学 図書館永久文庫所蔵
『弁道清規』を中心に

良寛(37)第 二部(21)

良寛 という生 き方(8)

良寛 という生き方(9・ 完)

道元の心 を現代 に 日本文化
を現代に生かす

東密における禅一 『菩提心論
開見抄』を中心に

古黄葉 「翠竹庵」 と京黄漿

「竹林精舎」について

曹洞宗の近世的寺院の成立

白隠墨跡和歌考(2)

中世禅家の和歌についての研究

禅学関係雑誌論文目録(2010年)43

暉學研究

東アジア仏教研究

黄葉文華

研究と資料

京都外国語大学研
究論叢

淡交

淡交

淡交

淡交

洛北史学

禅研究所紀要(愛 知
学院大学禅研究所)

禅研究所紀要

日本仏教綜合研究

印度學佛教學研究

駒澤大學暉研究所
年報

大法輪

春秋

春秋

Talktalk(経 心会)

日本仏教綜合研究

黄漿文華

明治大学教養論集

花園大学国際禅学
研究所論叢

中央大学国文

883

85

13111

637

76

64(9)9

64(10)10
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64(12)12
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柘 植 信 行 沢庵宗彰と謡曲 『熱海』

辻 惟 雄 白隠筆 半身達磨像

徳 野 崇 行

永 井 賢 隆

中 尾 良 信

中 尾 良 信

永 島 倭

中 野 晶 子

中御門敬教[訳]
無 着

名児耶 明

波 平 恵美子

西 澤 ま ゆ み

明治 ・大正期における曹洞宗
の葬儀i・追善供養法
一行持軌範 ・洞上行持四分要

録 ・洞上行持誠経錦嚢 を資料
として一

『宝慶記』 における身心脱落
の意義

曹洞宗一 『人物叢書 道元』『正

法眼蔵随聞記』『禅談』ほか

達磨宗の展開と禅籍開版

迫悼 加藤正俊先生大学院の
ころ

伊藤若沖筆 《動植練絵 老松
白鳳図》における 「もう一羽
の鳥」一閑古鳥と諌鼓鳥一

無着作 『仏随念註』と 『法随
念註』和訳研究

東海寺の文房具 ・茶道具につ
いて

儀礼からみた葬祭の社会的意
味

道元禅師における多子塔前付
法と霊山付法

納 冨 常 天 輪住制度と 『住山記』

品川歴史館紀要

國華

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

大法輪

アジア遊学

禅文化

黄葉文華

佛教大学総合研究
所紀要

品川歴史館紀要

曹洞宗報

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

鶴見大学仏教文化
研究所紀要

能 仁 晃 道 明僧渡来と本朝臨済禅の覚醒 禅文化

能 仁 晃 道 訓注大圓寳鑑國師語録並年譜

袴 谷 憲 昭

長谷川

道元 『知事清規』所引ナンダ
出家課の文献的背景

清 源翁禅師の足跡調査 余録

長谷川 洋 三

長谷川 洋 三

長谷川 洋 三

長谷部 幽 蹟

「生涯瀬立身騰騰任天真」に
ついて再考する

良寛の 「ひとり遊び」の自由
な生涯は、なぜ可能だったの

か(1)

良寛の 「ひとり遊び」の自由
な生涯は、なぜ可能だったの
か(2)

宗派 意識とその形成一正宗の
呼称をめぐって一

愚堂禅師三五〇年
遠譲事務局,禅文
化研究所

駒澤大學暉研究所
年報

温故知新

良寛だより
良寛会会報

良寛だより
良寛会会報

全国

全国

良寛だより 全国
良寛会会報

黄漿文華

253

116(2)9

435

435

77(4)4

1425

2151

13111

173

253

8987

435

2164

10

2212

163

1271

1297

13010

13111
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花園天皇日記研究会
『花園天皇日記(花 園院震記)』
正和二年二月記(1)訓 読 と

注釈

原 田 一 敏 妙心寺梵鐘

原 田 正 俊 室町殿の室礼 ・唐物と禅宗

半 田 昌 規

東 口 みつか

東 口 みつか

東 口 みつか

東 口 みつか

弘 海 高 宣

廣 瀬 良 弘

広 瀬 良 文

広 瀬 良 文

廣 瀬 良 文

藤 井 義 博

新編仏法大明録の修理につい
て一平成の大修理

禅宗修行僧の食生活に関する
一考察

禅宗僧堂における出し汁の使
用実態

禅宗修行道場における食環境
と健康に関する栄養学的研究

くらしの最前線(63)禅 宗修
行僧の食と健康

痴兀大慧の密教思想:『大日
経見聞』撰者再考を中心に

曹洞禅僧 ・禅寺の授戒会活
動一近江 ・美濃地域を中心に

即位法と王権説話:曹 洞宗に
おける受容とその展開

禅宗国王即位法関係切紙の諸
類型

永光寺 ・大乗寺における国王
即位法関係切紙 一久外呑
良 ・卍山道白を中心に一

安藤昌益の死生観:道 元禅師
との比較

花園大学国際禅学
研究所論叢

國華

日本仏教綜合研究

財団法人松ケ岡文
庫研究年報

栄養研究

栄養研究

日本食生活学会誌

日本家政学会誌

印度學佛教學研究

駒沢史学

印度學佛教學研究

駒澤大學暉研究所
年報

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

藤女子大学QOL研
究所紀要

藤 田 琢 司 禅僧の死に様(1)明 庵栄西 禅文化

藤 田 琢 司 禅僧の死に様(2)永 平道元 禅文化

藤 田 琢 司 栄西禅師著作の調査

藤 仲 孝 司 無着作 『僧随念註』の和訳研究

藤 元 裕 二

藤 元 裕 二

古 瀬 珠 水

新出 金龍山浅草寺所蔵 ・本庵
性瑠賛 「霊照女図」について

詫磨長賀論:流 派の転機、禅
宗と醍醐寺へ

真福寺新出 「仮名法語」に関
する試論

堀 川 貴 司 〔三体詩抄〕断簡解題と翻刻

禅文化

佛教大学総合研究
所紀要

黄漿文華

学習院大学人文科
学論集

仙石山佛教學論集

鶴見大学紀要 第4
部 人文 ・社会 ・自

然科学編

53

115(12)7

95

24

13

13

21(1)7

61(4)

59(1)12

743

59(1)12

2212

435

5(1)3

2164

2177

21810

173

13111

19

54

473
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堀 川 貴 司

堀 裕

堀 邉 阿伊子

翻刻 建仁寺両足院蔵 『新選
分類集諸家詩巻』付 ・同系統
他本による補遺
一 『新選集』『新編集』研究

(1)

東大寺大仏と宮一大仏供起源
考一

禅宗寺院における舎利信仰と
空間認識

前 川 睦 生 道元と般若心経

松 田 陽 志

松 村

江戸時代の 『参同契』『宝鏡三

昧』註解について 一月舟系註
解の変容 と密付説について一

恒 講談 『尼了然』をめぐって

丸 山 劫 外 了然尼考(2)

三 浦 重 徳

斯道文庫論集

日本史研究

駒沢女子大学研究
紀要

大法輪

駒澤大学佛教学部
論集

黄漿文華

宗学研究紀要

「木庵伽羅傘」(名古屋市千種
区紫磨山長福寺所蔵)と 、神 黄漿文華
農図に描かれた簑について

水 上 文 義 中世台密と禅の密教思想

水 上 文 義 榮西の密教思想

三 谷 紘 平

嶺

豊前羅漢寺の成立とその歴史
的背景:南 北朝期の法燈派禅
の展開と中国羅漢信仰とのか
かわり

天台学報

東洋の思想と宗教

史学論叢

興 嶽 吾が師を語る一松山萬密老師 禅文化

美濃 加 茂市 民
ミュー ジア ム

早稲 田大学 編

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

宮 川 敬 之

美濃の白隠

『眼蔵』をよむ(第1部)「 佛
性」巻(81)

『眼蔵』をよむ(第1部)「 佛
性」巻(83)

『眼蔵』をよむ(第2部)「 有
時」巻(85)

『眼蔵』をよむ(第2部)「 有
時」巻(87)

『眼蔵』をよむ(第2部)「 有
時」巻(89)

『眼蔵』をよむ(第2部)「 有
時」巻(91)

三 宅 秀 和 白隠筆 大燈國師像

美濃加茂市民
ミュージアム,早

稲 田大学美濃加茂
ふるさとファイル

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

本(講 談社)

國華

45

561

1712

77(8)8

4110

13111

233

13111

512

273

403

2177

1512

35(2)2

35(4)4

35(6)6

35(8)8

35(10)10

35(12)12

116(2)9
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村 石 正 行

村 上 千鶴子

矢 島

戦国期曹洞宗の地域展開と北
高全祝

伊藤若沖という生き方:作 品

鴨繍 鶉の菰 に、禅 繧
宗、分析心理学の視点から

新 白隠筆 朱衣達磨像

矢 島 忠 夫 正法眼蔵 『諸法実相』

安 田 剛

矢 谷 慈 國

死者と死体

信濃(信 濃史学会)62(12)12

國華

弘前大学教育学部
紀要

曹洞宗報

道元 『正法眼蔵、第三、仏性』 大手門学院大学社
(現代語訳及び注)会 学部紀要

柳 田 征 司 編 抄物関係文献目録

矢 野 立 子
天台宗か らみる鎌倉 「禅宗」

の展開

山 上 宗 俊 大儀寺中興仏頂禅師年譜

山 口 瑞 鳳 西田哲学 「純粋経験」論の幻想

山 口 秀 文

山 崎 幹 泰

大徳寺 ・妙心寺の本坊 ・塔頭
における前庭と敷地配置の空

間構成

松山寺本堂の天明八年再建に
ついて

山 下 裕 二 白隠筆 蓮池観音像

横 内 裕 人

横 山

大和多武峰と宋仏教 達磨宗
の受容をめぐって

昭 横山華山筆 寒山拾得圖

横 山 住 雄

抄物の研究

史學雑誌

鉾田の文化

成田山仏教研究所
紀要

日本建築学会計画
系論文集

日本建築学会北陸
支部研究報告集

國華

アジア遊学

國華

臨済宗五山派 ・美濃正法寺の 花園大学国際禅学
興亡史 研究所論叢

芳 澤 勝 弘 白隠筆 観音圖賛

芳 澤 勝 弘 白隠型達磨像の成立

芳 澤 勝 弘 白隠筆富士大名行列圖

吉 田 叡 禮

吉 田 叡 禮

禅か ら武道へ のア ドバイス
(1)『不動智神妙録』の世界

禅か ら武道へ のア ドバイス
(2)『不動智神妙録』の世界

吉 田 道 興 道元禅師伝記史料集成(9上)

吉 田 道 興 道元禅師伝記史料集成(9一下)

國華

國華

國華

大法輪

大法輪

愛知学院大学教養
部紀要

愛知学院大学教養
部紀要

93

116(2)9

10512

8987

43

1812

119(1)

34

1

332

65610

537

116(2)9

1425

115(9)4

53

115(7)

116(2)

116(2)

2

9

9

77(5)5

77(6) 6

57(3)2

57(4)3
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吉 田 道 興

吉 田 道 興

興道田吉

均

均

村

村

吉

吉

龍 谷 孝 道

龍 谷 孝 道

若 松 哲 夫

和 田 真 二

王 廼

葛 継 勇

林 観 潮

姜 友 邦
篠原啓方[訳]

趙

邪

小 寧

東 風

『一遍聖絵』の展開一木版に
よる民衆への流布

道元禅師伝記史料集成(10一上)

道元禅師伝記史料集成(10一下)

道元 ・親驚が見たもの(上)

道元 ・親驚が見たもの(下)

洞門説話の展開と意義 一伊
勢浄眼寺所蔵 『神明三物記』
を中心 として一

無極慧徹の語録と代語集:讐

林寺所蔵 「無極大和尚節之御
参」を中心 として

五龍山保正寺二世震龍景春禅

師と震龍派(4)

鈴木大拙と 「国家 と宗教」に
ついて

中世日本における禅文化と老荘

円仁石刻の発見及びその課題

隠元禅師に対する江戸幕府の

政策について

大徳寺所藏「高麗水月観音圖」
の造形解繹一根源者、観音菩

薩の誕生

『赴粥飯法』に見 られる中国

儒家思想の影響

古拙俊和尚及びその資料 と遺跡

慶徳寺 と源翁和尚

白隠禅師禅画墨蹟展

農業科学館 と湯沢の了翁禅師

ロ絵 天桂伝尊頂相 自賛

(大阪府池田市 ・陽松庵)

グラビア 巣松翁蔵 禅林墨
蹟 白隠慧鶴

グラビア 巣松翁蔵 禅林墨
蹟 東嶺と遂翁(1)

グラビア 巣松翁蔵 禅林墨
蹟 東嶺 ・遂翁 ・卓洲

グラビア 巣松翁蔵 禅林墨

蹟 古月 ・誠拙 ・仙厘

東海仏教

愛知学院大学教養
部紀要

愛知学院大学教養
部紀要

大法輪

大法輪

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

駒澤大學輝研究所
年報

郷土 はとがや

印度學佛教學研究

東洋学研究

日本思想文化研究

黄奨文華

國華

京都府立大学学術
報告人文

東アジァ仏教研究

下野街道

瑞巌寺

石川翁顕正会報

禅研究所紀要

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

553

58(1) 7

58(2)10

77(10)10

77(11)11

435

2212

655

58(2) 3

473

3(2)7

13111

116(1) 8

6212

8
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47

39

「0

5

Q
ゾ

90

2151

2164
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〔中 国〕

石 渡 吉

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

大 塚 紀

大 槻 幹

大 野 栄

小 川 太

小 川

小 川

小 川

小 川

北 川 修

衣 川 賢

衣 川 賢

衣 川 賢

彦

敦

敦

敦

敦

敦

敦

敦

弘

郎

人

龍

隆

隆

隆

隆

一

次

次

次

三十六門跡を訪ねて(17)福

島県示現寺

三十六門跡を訪ねて(18)三

重県正法寺

三十六門跡を訪ねて(19)三

重県建福寺

禅学関係雑誌論文目録(2005年)

瑞雲万歳山大寧護国禅寺を訪
ねて

河州の黄奨派廃絶寺院について

宋の南遷と禅(上)

慧安の傳記について

北宗における輝律一致思想の
形成

「東山法門」の人々の傳記に
ついて(中)

宋の南遷と禅(中)

宋の南遷と禅(下 之上)

宋の南遷と禅(下 之中)

宋版一切経の輸入と受容

隠元禅師語録について(4)

『次第禅門』の研究(9)

黄彙希運の嗣法について

六祖の物語(1)

鉄酸銘一問答か ら公案へ、公

案から看話へ一

六祖の物語(2)

六祖の物語(3)

鄭廷玉撰 「布袋和尚忍字記雑

劇」試訳(上)

泉州千仏新著諸祖師頒と祖堂集

『祖堂集』異文別字校謹一 『祖
堂集』中の音韻資料

泉州に文燈禅師の遺跡を訪ねる

禅学関係雑誌論文目録(2010年)

跳龍698

跳龍699

跳龍700

輝學研究88

そ うせい148

黄奨文華

禅文化

印度學佛教學研究

東洋学研究

東洋学論叢

禅文化

禅文化

禅文化

鎌倉遺文研究

黄奨文華

禅研究所紀要

禅学研究

禅文化

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

禅文化

禅文化

黄葉文華

禅学研究

東洋文化研究所紀要

禅文化
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ー

川

"

衣

川県刀

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

藤

采

采

采

采

采

采

采

采

采

采

齋

賢 次

浩 大

道 昭

道 昭

道 昭

道 昭

道 昭

道 昭

道 昭

道 昭

道 昭

道 昭

智 寛

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

佐 野 公 治

瀧 瀬 尚 純

竹 田 治 美

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

徳山と臨濟

面山瑞方の覚範批判一 「洞山

祖師宝鏡三昧歌論」を中心に

従容録 ものがた り(82)

従容録ものがた り(83)

従容録ものがたり(84)

從容録ものがた り(86)

從容録ものがたり(87)

從容録ものがたり(88)

從容録ものがたり(89)

從容録ものがたり(90)

從容録ものがたり(91)

從容録ものがたり(92)

禅宗 と仏舎利信仰一 『宝林伝』
摩摯羅章に見える亜育王塔説
話を手掛かりとして

雪屋正詔と盧山天池寺一天童
如浄が晩年に道元とともに育

成 した嗣法門人一

雪蓬慧明の活動とその功績一
『五燈会元』編纂刊行の陰に
隠れて一

石頭希遷禅師 と馬祖道一禅

師一禅録を読む(2)

浄覚派撰に擬せられる二つの

『悉曇章』

宋代語録における語気副詞に
ついて

禅僧の略歴 馬祖道一

禅僧の略歴 百丈懐海

禅僧の略歴 趙州従[シ ン]

禅僧の略歴 雲門文偶

禅僧の略歴 臨済義玄

禅僧の略歴 圓悟克勤

禅僧の略歴 虚堂智愚

禅僧の略歴 無準師範

東洋文化研究所紀要

宗学研究紀要

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

跳龍

集刊東洋学

愛知学院大学禅研
究所紀要

駒澤大学仏教学部
研究紀要

名古屋大學中國哲
學論集

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

奈良産業大学紀要

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交

淡交
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竺 沙 雅 章 遼金代燕京の禅宗

千 葉 正 柔毒雛 欝 論聞書』の禅

中世禅籍研究班 『江湖風月集略註』研究(3)

中 西 俊 英

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

唐代仏教における 「事」的思

惟の変遷一華厳文献を中心と
して

『碧 巌録』 ア ・ラ ・カル ト

(20)第 入 十四則

『碧巌録』ア・ラ・カルト(21)
第八十六則

『碧巌 録』 ア ・ラ ・カル ト

(22)第 八 十九則

『碧巌 録』 ア ・ラ ・カル ト

(23)第 九十一則

『碧巌 録』 ア ・ラ・カル ト

(24・最終回)

西 村 恵 信 講読 『信心銘夜塘水』(1)

野 川 博 之

藤 井 政 彦

藤 井 良 雄

古 瀬 珠 水

南安小雪峰を舞台 とする中国

版 「恩讐の彼方に」について

北魏大乗の乱についての一考

察一沙門法慶の背景をめぐっ
て一

清初の詩総集 『過 日集』にお
ける僧詩

金沢文庫図書館蔵 『見性成佛

論』について:思 想的特徴及
び人物像

堀 川 貴 司 東披詩聞書 解題と翻刻

本 多 道 隆

武 藤 明 範

武 藤 明 範

山 口 正 章

渡 邊 幸 江

『五燈会元』「釈迦牟尼仏」章

を読む(2)

『次第禅門』 における禅観と
禅法について一十六特勝 ・四
念処 ・九想を手掛かりとして

『次第禅門』 における禅観と

禅法について 一九次第定 ・師
子奮迅三昧 ・超越三昧を手掛
かりとして 一

通幻寂霊禅師とその門流(11)

第九の神足 量外聖寿禅師と
その門流

『摩詞止観』病患境の研究
一中国医学から読み解 く 「腰

三孔」一

禅学関係雑誌論文目録(2010年)51

禅学研究

印度學佛教學研究

駒澤大学禅研究所
年報

インド哲学仏教学
研究

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

禅文化

黄葉文華

大谷大学史学論究

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

印度學佛教學研究

花園大学国際禅学
研究所論叢

花園大学国際禅学
研究所論叢

東海仏教

禅研究所紀要

跳龍

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

883

58(2) 3

2212

173

77(1)

77(2)

77(3)

77(4)

77(5)

1

2

3
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13111

153

85

58(3) 3

53

53
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王

何

晩唐五代期の喫茶と坐禅一詩沁
僧貫休の詠茶詩を中心に

福岡教育大学国語
科研究論集

燕 生 中国語圏における道元の発見 宗教研究

何 勤 松
松森秀幸[訳]

胡

楊

雷

林

林

林

姜

建 明

桂 香

玄学 ・禅学の合流 と書法芸術
の自覚

頂相について一主に中国曹洞
宗高僧の頂相を実例して一

魏双侯は明楽を日本に齎した
経緯 を再考察一永暦帝明主由

榔 との関連を踏まえて 一

漢 卿 禅籍方俗詞研究

徳 立

観 潮

『百丈古清規』の再検討:「 叢

林規範」の特質をめ ぐって

隠元隆[キ]の 寺院住持につ
いて

鳴 宇 略説中国天台宗 ・唐宋篇

文 善

〔韓国 ・朝鮮〕

韓普光(泰 植)

朴

〔その他〕

召日

JordyPhilippe

PERESSUTTI

C,MGARCIA
-MANSOエ

MARTIN
-GONZALEZ

J.M,MESAD.

PierredeBethune

青 木 久 美

淺 井 宣 亮

池 上 良 正

初期中国禅における自性清浄
心的思想

朝鮮 ・清虚休静の念佛暉につ
いて

高麗白蓮結社の真静国師天著
「法華随品讃」の二首について

フランスにおける臨済宗の受
容過程での課題

座禅の異なったレベルにおけ

る心拍ダイナミクス

第十一回東西霊性交流真の対
話に向けて

空の自覚における逆対応の倫
理について

20世 紀初頭のハワイにおけ
る曹洞宗

上海市における 「死者供養仏
教」の活性化:松 隠禅寺の事
例を中心に

東洋学術研究

駒澤大学仏教経済
研究

黄漿文華

巴蜀書社俗文化研
究叢書

印度學佛教學研究

花園大学国際禅学
研究所論叢

駒澤大学仏教学部
研究紀要

印度學佛教學研究

印度學佛教學研究

叡山学院研究紀要

異文化 論文編

IntJCardiol

禅文化

独立行政法人国立
高等専門学校機構
沖縄工業高等専門
学校紀要

禅研究所紀要

駒沢大学文化
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石 井 修 道

今 杉 益 美

岩 本 明 美

上 田 真而子

植 村 和 秀

榎 本 香 織

岡 島 秀 隆

沖 本 克 己

小 澤 次 郎

片 山 一 良

片 山 一 良

片 山 良

片 山 一 良

片 山 一 良

片 山 一 良

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

川 辺 紀 子

川 辺 紀 子

高崎直道著作集第九巻 『道元

思想 と日本仏教』を読む

寺庭さんのリレー ・エッセイ
ー山寺で暮らして

アメリカ禅の誕生 一ローリー

大道老師のマウンテン禅院一

リース ・グレーニングさんの
こと 、

西谷啓治の生 き方

白南準における禅

終末期の生 き方 一宗教 ・哲学
からの発言 一

臨済宗一 『禅ブックス』 『禅
と日本文化』『禅堂生活』 ほ

か

読むことと考えること 『クル
ァーン』『碧巌録』『老子』

パーリ仏典にブッダの禅定を

学ぶ(1)

パ ーリ仏典にブッダの禅定を

学ぶ(2)

パ ーリ仏典にブッダの禅定を

学ぶ(3)

パ ー リ仏典にブッダの禅定を

学ぶ(4)

パ ー リ仏典にブッダの禅定を

学ぶ(5)

パー リ仏典にブッダの禅定を

学ぶ(6)

和 尚さんの身体講座(25)

和 尚さんの身体講座(26)

和 尚さんの身体講座(27)

和 尚さんの身体講座(28)

技 を訪 う一仏具木地師 加計
穣一

技 を訪う一かみ添 嘉戸浩

木 村 誠 司 『量の大備忘録』に関するメモ

櫛 谷 宗 則

小 嵐 九八郎

いのちの坐禅

脈脈たる仏道(21)流 浪の人・
山頭火一その愛 と迷い

春秋(春 秋社)

禅文化

東アジア文化交渉
研究別冊

禅文化

思想

宗教研究

禅研究所紀要

大法輪

北海道医療大学看
護福祉学部紀要

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

駒澤大学仏教学部
研究紀要

大法輪

大法輪
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小早川 浩

小 林 圓

小 林 圓

小 林 圓

小 林 圓

小 林 圓

小 林 圓

佐々木 宏

佐々木

佐々木 方

佐々木 悠

佐 藤

清水谷 善

白

菅

杉

関

瀧

立

田

『輝學研究』第93號,2015年3月

川 宗

原 研

田 寛

根 宗

川 武

中 良

大

照

照

照

照

照

照

幹

閑

格

障

研

曉

源

州

仁

中

郎

蔵

昭

中 村 桂 子

西 村 恵 信

袴 谷 憲 昭

橋 本 裕 明

禅僧における生死観

善財童子の求道ものがたり(17)

敦焼写本 く悉曇章〉類の特異
性一 『禅門悉談章』のケース

善財童子の求道ものがたり(18)

善財童子の求道ものがたり(19)

善財童子の求道ものがたり(20)

仏 説 と祖説(経 典 とは何 か

(1)仏 説 の意味)

葬祭の社会的機能について

釈迦の生き方

第十一回東西霊性交流祈 りと
は何か

第十一回東西霊性交流同行同修

使徒パウロの 「回心」体験

『マッジマニカーヤ』におけ
る信 について 一saddhaの

語 を中心 として一

喫茶文化史における闘茶の意義
一バサラの検討をとおして一

叢林のシステム論的考察(2)

臨済宗

茶 の湯 と易 易経 ・仏教 ・儒

教 と茶の極意

自己と自然 ベルクソンと道

元 〔含 英語文〕

『倶舎論』の思想(2)

敦 煙 輝宗文献分類 目録(2)

語録類(2)

第六 回臨黄教化研究会基調講

演ll生 きている"を 見つめ"生 きる"を 考える

「仏祖不伝」と真理の伝達一
真理の間i接伝達ということに
ついて

仏教教団における研究と坐禅

キリス ト者の禅の立場

日本仏教学会年報

禅文化

花園大学国際禅学
研究所論叢

禅文化

禅文化

禅文化

日本仏教学会年報

曹洞宗報

禅研究所紀要

禅文化

禅文化

暉學研究

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

鎌倉遺文研究

宗学研究紀要

大法輪

淡交

美術科研究(大 阪
教育大学)

禅研究所紀要

駒澤大學暉研究所
年報

禅文化

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

駒澤大学仏教学部
研究紀要

禅学研究
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文 化 庁 編

堀 口 宗 彦

松 田 高 志

松 田 高 志

松 田 高 志

松 田 高 志

松 本 史 朗

蓑 輪 顕 量

森

森

和 也

宗教年鑑

第十一回東西霊性交流霊性交
流 を終 えて

宗教 と教育 と私 「思想及び
良心の自由」をめぐって

土に親 しみ、人情を味わう
グループ農園二十五年

宗 教 と教育 と私M・ ブー
バーに学び、支えられて

日常的生 と宗教的生 ハ シ
ディズムの言行録に学ぶ

OntheTermdoSainthe
BhagavadgltiエVl19

日本仏教におけるスピリチュ
アリテイ

仏教の社会的存在証明(レ ゾ
ンデー トル):伴 林光平の く

転向 〉の事例か ら

宏 之 宋濠思想に於ける仏教の位置

八 波 浩 一

入 波 浩 一

禅画の見方 ・味わい方(新 連

載 ・1)

禅画の見方 ・味わい方(2)

八 波 浩 一 禅画の見方 ・味わい方(3)

八 波 浩

八 波 浩

八 波 浩 一

山 下 善 明

芳 澤 勝 弘

具

孫

林

正 護

思 凡

禅画の見方 ・味わい方(4)

禅画の見方 ・味わい方(5)

禅 画 の見方 ・味わい方(6・

最終回)

ハ イデガーから道元へ 同一

性の概念を橋として

「禅宗上堂図」に見 える茶具
につ いて一 付 ・大 徳 寺 蔵

「五百羅漢図」に見える茶具

「霊操」と 「禅」における回心
一WilliamJohnstonの 神秘神

学における内面の共生性につ
いて(霊 的道行きと共生)

パ ーリ聖典における中道の研

究 一 ウパディ(生 存素 因
upadhi)に 基づいて一

夏目漱石晩年の漢詩と良寛

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

駒澤大学仏教学部
研究紀要

宗教研究

宗教研究

花園大学国際禅学
研究所論叢

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

大法輪

明星大学研究紀要
人文学部 ・日本文
化学科

花園大学国際禅学
研究所論叢

共生学

駒澤大学大学院仏
教学研究年報

日本文学研究(梅
光学院大学日本文
学会)
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